
新しい制服になって夏季は
ネクタイ省略になったけど･･･
６月から制服が変更になり、新大阪駅の夏季用の制服はネクタイ省略の開襟シャツに

なりました。猛暑、酷暑のなかネクタイを着用して仕事をしていましたが、６月からネ

クタイ省略の開襟シャツになりました。これまで粘り強くネクタイ省略の要求をしてい

ましたので成果が得られたことになります。しかし、乗務員は上着は廃止になりました

が、ネクタイはこれまで通り着用しなければなりません。

2着の制服を8カ月間着用？
新しい制服は、６月から９月までの夏季用と１０月から翌年５月までの夏季以外の２

種類の制服になりました。変更する前は、夏季と春季・秋季と冬季の３種類でした。

変更する前の制服の数は、夏季（シャツ６着、ズボン２着）、春季・秋季（上着２着、

ズボン２着）、冬季（上着２着、ズボン２着）でした。

新しい制服の数は、夏季はシャツ６着、ズボン２着と同じですが、夏季以外の制服は

１種類になり上着２着、ズボン２着になりました。

制服が変更になったことにより、夏季の制服はネクタイ省略になりました。しかし、

夏季以外の制服は、２着の制服で１０月から翌年５月までの８カ月間を着用しなければ

なりません。

制服はあと２着は必要！
８カ月間を２着だけの制服ではあまりにも数が少なすぎます。あと２着は必要です。

そして、４カ月経過した時点で、貸与している４着のうち２着をクリーニングして保管

するようにすべきです。

リニアのための経費節減、効率化が至る所で実施されていますが、今回の制服の変更

に関してもリニアのため２着の制服で８カ月間我慢しなければならないのでしょうか。

いずれにしても夏季以外の制服をあと２着貸与すべきです。
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